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～未来に向かって、夢と希望を持てるみそらの子～ TEL：043(432)1500
（家庭数配付）

1学期の折り返し、あたり前を高める子どもに 校長

晴れた日には、夏の太陽が照り付ける今日この頃です。保護者の皆様並びに地域の皆様には

益々ご健勝にてお過ごしのこととお喜び申し上げます。また、過日の授業参観・環境美化活動

・引き渡し訓練へのご参加、ありがとうございました。子どもたちの学校での様子をご覧にな

った感想はいかがでしたか。学校では、全てにおいて友だちとの関わりや集団生活のきまりを

意識しなければならないため、ご家庭では見せないような一面もあったのではないでしょうか。

ご相談や困りごと等ございましたら、遠慮なくお知らせください。

さて、令和８年度がスタートしてあっという間に２ヶ月が過ぎ、１学期も折り返し地点を迎

えました。子どもたちは一つ進んだ学年で元気に活動しておりますが、１学期後半は、向上心

をもって個々のレベルアップを図る期間にしてほしいと思います。では、具体的に何をすれば

よいのでしょうか。新しいことに挑戦するのでも構わないですが、むしろ普段の生活の中から、

あたり前のことを確認してほしいです。例えば、

〇子どもは、「する」と決めたことをいつもやり遂げていますか

・お手伝いをする

・自分で朝起きる

・次の日の用意を、前の日に自分でする

〇子どもは、周りの人をいつも大切にしていますか

・友だちが迷惑と思うことをしない

・へ理屈を言ったり、ごまかしたりせず、正直に話す

どれも「あたり前」のことですが、いつも行っているのかどうかが非常に重要です。場面に

よって葛藤があるかもしれませんし、困難に見舞われることがあるかもしれませんが、このよ

うな場面の一つ一つが子どもたちにとっての学習場面ともいえるのです。更に、周りの人との

関わりということでは、「大切にする」ということだけでなく、「折り合いをつける」という

ことも大事なスキルとなります。思い通りにならないことや、考えが食い違うこともあります

が、友だちの考えを聞いて認めること・我慢すること・よりよい方向を探ろうとすることで、

対立することなく関係を築いていくスキルも身につけていく必要があります。

子どもたちが「みんな なかよく たくましく」学校生活を送れるように、今月も教育活動

を推進してまいります。一人一人が向上心を持って生活し、友だち同士互いに認め合うことで

自己肯定感を高めていけるようにしたいと考えています。引き続き、本校教育活動へのご理解

とご協力をお願いいたします。



PTA環境美化活動～
５月２３日(土)に美化作業が行われました。今回は、草刈り隊の方々に加え、みそら自治会、

ブルースターズ(社体の野球チーム)、みそらヴィッツ（社体のソフトボールチーム）の方々も

朝早くから来てくださいました。グラウンドはもちろんのこと、中庭や学校周囲の法面(のり

めん)、分園周辺までみそら小学校の敷地全体が見違えるようにきれいになりました。

授業参観の後に、児童も率先して草取りのお手伝いをしてくれました。

次回は１０月１０日(土)です。どうぞよろしくお願いいたします。

～授業参観（道徳授業公開）～
授業参観では、日頃の児童のがんばりを保護者の皆様にご覧いただくよい機会となりました。

また、今回は、地域の方への「道徳授業公開」も併せて行う形といたしました。今、四街道

市では、市内全小中学校で「命の教育」を推進し、その中で「道徳教育の充実」に取り組んで

います。その取組の一環としての実施です。

○安全・安心な学校づくりのために

児童用トイレ出入り口の暖簾(のれん)

これまで児童用トイレについては、扉の開閉で対応を

していましたが、低学年児童にとっては扉が重いことや、

時間差で児童が出入りした際の懸念がありました。

今回、１階～３階の児童用トイレ男女全ての出入り口

に暖簾を設置し、前述の問題が解消できるように対応を

しました。

「不登校に関する市や県からの情報や相談機関はこちらをご覧ください」
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